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事業を成長させるうえで、カナダを選ぶことがなぜ戦略的に有利なのかは、

当局のグローバル・ネットワークをご覧ください。

当局が提供するサービスの一覧：

• 各部門の市場に関する戦略的情報収集

• 政府の主要な意思決定者との直接的なコンタクト

• 民間部門・業界団体の連絡窓口および専門家の紹介

• カナダでの事業立ち上げに関する情報とアドバイス

• 投資に適した戦略的投資先を見極めるお手伝い

• 次の投資決定に役立つビジネスケース作りのお手伝い

インベスト イン カナダ

工業化学産業

お問い合わせの際は下記までご連絡下さい。

在日カナダ大使館   投資・科学技術部

〒107-8503  東京都港区赤坂 7-3-38
電話：03-5412-6419

03-5412-6480
ファックス：03-5412-6254

Email: tokyo.its@international.gc.ca
URL: www.investincanada.gc.ca

www.japan.gc.ca

CHEMICAL カナダの工業化学部門

世界の化学産業の年間出荷額は約2兆1,000億米ドルにのぼり、その推定就業人口は世界総計
で700万人を超える。このうち北米の生産額は年間5,250億米ドルで、世界の総販売額の約
25％を占めている。 

輸出額でみると、化学産業はカナダで3番目に大きな製造業である。過去10年間にカナダの化
学品輸出額は2倍以上に増加し、2008年には320億ドル※1に達した。同期間に、工業化学品の
輸出額は年率6.2％の伸びを示し、2008年には184億ドルに達した。世界の10大化学メーカー
のうち、9社は事業拠点をカナダに設けている。

カナダでは、工業化学 部門に従事する企業が590社あり、その従業員総数は1万8,400人を超
える。また、同部門における2007年のカナダ国内研究開発（R&D）費は1億9,700万ドルにの
ぼった。

主な利点
カナダの石油化学・樹脂業界は重要な一角を占めており、同業界のメーカー 350社による
2008年の出荷総額は205億ドル、輸出総額は134億ドルにのぼった。天然ガスの埋蔵量が豊富
なため、価格競争力のある原料が容易に入手でき、エチレンおよびその誘導体を低コストで生
産することが可能になる。カナダには、大規模かつ効率的な抽出プラント、最新のエチレンク
ラッカー、および世界有数の大規模な誘導体製造プラントが複数そろっており、これもカナダ
が大切なスケールメリットを享受することを可能にしてきた。北部のガス田開発や、オイルサ
ンドビチューメンを改善して作られた素材の利用が進めば、石油化学品と樹脂の製造に用いる
新たな原材料の誕生も期待できる。

無機化学品：豊かな天然資源に加えて、多くの無機化学品の生産にとって不可欠な大量の低コ
スト電力が確実に利用できることから、カナダはこの分野の最適地になっている。

有機化学品を開発・創出する目的で、バイオテクノロジーの利用が盛んになっている。このよ
うな化学品のなかには、トウモロコシ、大豆、小麦などのバイオマスを原料として商業生産さ
れているものもある。バイオ廃棄物の利用技術の実用可能性が高まるなか、カナダには大規模
な農林業から提供される豊かな資源を背景に、この分野における中心的存在になる条件がそ
ろっている。

環境保護活動：カナダでは産業界、政府、非政府組織（NGO）が、産業界の国際競争力を維持
する必要性を認識しつつ、環境面または健康面で望ましい成果を達成するために共同で取り組
み、確実に実績を上げている。産業界側の環境自主行動も望ましい成果を達成するうえで成功
をおさめている。たとえば、カナダ化学品生産者協会の会員企業は、過去15年間にわたり、化
学物質の環境への排出量を自主的に削減し、その成果を報告している。この間、化学産業は大気、
土地、水に対する様々な排出量を劇的に削減した。

特に注記がなければ、表示額の通貨単位はすべてカナダドル。
※1：Statistics Canada 2008

カナダにおける近年の投資例

» ミネソタ州を本拠地とする3M Company 
が、2007年の製造拡大にあたり、オンタリオ
州に2800万ドル超を投資。

» ドイツのLANXESSが2007年、オンタリオ
州にある同社の製造拠点の拡大とブチルゴ
ム生産能力の増強を目的に、1億米ドルを投
資。

» ノルウェーのRenewable Energy 
Corporationが、ケベック州にポリシリコ
ンの製造プラントを12億ドルかけて建設する
計画を発表。

» Royal Dutch Shell （英・蘭）が2007年、
数十億ドルを投資してアルバータ州に建設し
た製造拠点を拡大。

カナダに投資する世界的な大企業

BASF AG

E.I. DuPont de Nemours and Company

ExxonMobil

Hexion

Ineos

LANXESS 

Shell Chemicals

The Dow Chemical Company

カナダの大手企業 

Agrium Inc.

ERCO Worldwide

Methanex Corpoation

NOVA Chemicals Corporation

Petro-Canada 

Raymor Industries Inc.
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United States of America

Vancouver, BC
Calgary, AB
Saskatoon, SK
Winnipeg, MB
Toronto, ON
Montréal, QC
Charlottetown, PEI
Halifax, NS

Canadaアルバータ州
アルバータ州はカナダ最大の石油化学品の製造地域である。同業界
の従業員総数は7,700人を超え、世界最大級の石油化学プラントが
2件ある。同州の工業化学品（石油化学品を含む）の2007年出荷額は
107億ドル、輸出額は62億ドルであった。 

アルバータ州の化学産業は、主に4つのセグメントで構成されている。
①石油化学製品、②肥料、③無機化学品、および④特殊・精製化学製
品である。エチレン、ポリエチレン、エチレングリコール、直鎖オレフィ
ンの生産能力の大幅な拡大に伴い、アルバータ州の石油化学業界は成長
路線を維持している。

同州政府は、地元のオイルサンド埋蔵量の価値を増大させるためのビジネ
スケースを構築すべく、産業界と密接に連携している。この連携の目的は、
伸び続ける北米および国際需要に応えることにある。またオイルサンド埋蔵
量の価値増大の手段としては、バリューチェーン（価値連鎖）を 石油精製品や石油
化学製品にまで拡大することに取り組んでいる。エドモントン地域内に高度化され
た総合的な石油精製・化学コンビナートを発展させることで、 アルバータ州は世界
有数の大規模かつ競争力のある化学品製造地域になる態勢を整えている。

ノバスコシア州
ノバスコシア州の製造業では、2万5,000人の従業員が自然科学および応用
科学の分野に取り組んでいる。現在、Keltic Petrochemicalsが、ノバス
コシア州に世界規模の石油化学コンビナートを新たに建設するプロジェク
トを評価中である。総額45億ドルにのぼる、このプロジェクトが実現すれば、
エチレン、ポリエチレン、プロピレン、ポリプロピレンの各プラントから
成るコンビナートが誕生する見込みである。Keltic Petrochemicalsの関
連会社も、隣接のコジェネレーション・プラント（熱併給設備）とLNGター
ミナルの建設を検討している。
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ケベック州
モントリオールはケベック州における化学産業の中心地であり、接着剤、繊維、塗料、
メンテナンス・洗浄製品、 電子機器・部品、化粧品といった多種多様の製品を消費市
場に供給している。

モントリオールは総合的な石油化学工業のクラスターであり、石油精製施設、海上
貨物用のタンカー・ターミナル、カナダおよび米国東部および中部の大きな市場に
アクセスしやすい環境が整っている。近年、同地域は多数の新規投資の招致に成功
をおさめ、芳香族化合物の価値を構築している。

ほとんどの石油化学メーカーは、石油精製メーカーの近くに所在し、定期的に製品
や原材料を交換し合っている。ケベック州では多様なエネルギー源が利用できるた
め、価格が安定している。この点が石油化学業界の強みになっている。ケベック州
では、2007年の化学品出荷額が95億ドルにのぼり、このうち石油化学品とその他の
工業化学品の出荷額は42億ドルであった。

カナダの主なクラスター
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ニュー・ブランズウィック州
セント・ジョンにはカナダ最大・最新の石油精製所があり、北米で最もクリー
ンな燃料の一部を製造している。200億ドルにも及ぶ大規模プロジェクトが、
ニュー・ブランズウィック州で現在進行中、または検討中である。たとえ

ば、新しい液化天然ガスターミナルと関連パイブラインの建設、NB 
Powerのポイント・ルプロー原子力発電所の重要な改修プロジェ

クト、サセックスにおける新しいカリ鉱山プロジェクトなど
が進行中であり、第2の石油精製所および第2の原子力
発電所の建設などが検討されている。これら新プロ
ジェクトは、同州が工業化学産業への投資誘致に適
した環境を整える上で一役買っている。
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質的評価のスコア（0から10）

カナダ国内
カナダ以外

大規模工場用地の良好な供給状況
北米地域内の投資先を比較した今回の調査から、化学処理・製造プ
ラントの開発に適した土地を調達しやすいことが、評価対象となっ
たカナダの都市すべてに共通する長所であることが判明した。また、
地価や建設費が比較的低い点も、セント・ジョン、ハリファックス、
サーニアをはじめとするカナダの都市を、北米地域内で極めて安価
な投資先にしている。

ビジネスをしやすい環境
カナダの堅実でダイナミックな経済、低い法人税率、地方自治体や地
元開発機関から得られる質の高いサポート、迅速なビジネス許可手続
き、プライバシー保護規定、情報セキュリティーおよび知的財産権の
保護が功を奏し、カナダでは企業が投資しやすく活躍しやすいビジネ
ス環境が整っている。 

G7諸国の中で過去10年間、傑出したGDP 成長率を維持し、また、
世界で最も健全な銀行制度を備えた国※5として、カナダには多大な成
長の可能性を秘め、安心して事業投資できる、安定的かつ強力なビ
ジネス環境が整っている。実際に、IMD、Economist Intelligence 
Unit、およびWorld Economic Forumが公表している評価基準に基
づきこの項目を評価すれば、調査対象となったカナダの都市すべてが
高スコアを獲得している。なかでも、優れた支援を提供する地元の開
発ネットワークを有することから、ハリファックスが傑出している。

一般的なビジネス環境 
（上位都市）※1

人件費の低さ
カナダの工業化学部門で働く従業員の人件費は、先進諸国の他のクラ
スターにおける同人件費と比較して、極めて高い競争力を有している。
今回の調査の評価対象となった6つのカナダの都市すべてが、人件費
の低さの点で、北米地域内の上位に入っている。その中でも、大西洋
に面した二つの都市、ハリファックスとセント・ジョンが傑出している。

米国と比較してカナダの人件費が低く抑えられる重要な一因は、従業
員福利厚生費の低さに由来する。カナダでは国民医療保険制度が整備
されているため、医療保険費の大部分が経営者の負担ではなく、公的
資金でまかなわれている。その結果、人件費が大幅に削減される。
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カナダのバリュー・プロポジション

※4：IBM-PLIの計算はWatson Wyatt 2007/2008およびEconomic Research Institute (ERI) 2008に基づく
※5：World Economic Forum Global Competitiveness Report 2008-2009、2008年10月
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人件費（100万カナダドル）

カナダ国内
カナダ以外

C$1 = US$0.862
 = MXN10.9

オンタリオ州
オンタリオ州はカナダ最大の化学品の製造地であると同時に、主要な石油精製地、国内プラ
スチック業界の拠点、さらに10大化学メーカーのうちの7社の所在地でもある。オンタリオ
州では、2007年の化学品出荷総額が214億ドルにのぼり、このうち石油化学品とその他の工
業化学品の出荷額は約100億ドルであった。

カナダ最大の化学クラスターであるサーニアには化学とその関連の製造施設およびR&D施
設が集積している。当地では石油化学品製造向けに充実したインフラが整備されている。具
体的には、大規模な地下塩貯蔵空洞、近隣の石油化学精製施設、天然ガス液原料へのアク
セス、沖積み用のタンカー・ターミナル、優れた輸送網、原油および油性液
体へアクセスしやすい環境が整っている。サーニアに製造施設を有する企
業 に は、Dow Chemical Canada、Imperial Oil、INVISTA、NOVA 
Chemicals、Shell Canadaなどがある。

トロントには、潤滑油メーカー、塗料メーカー、医療ガスメー
カー、洗濯洗剤メーカー、接着剤メーカーなど、多種多様な
化学品メーカーが集積している。 またビジネスと金融の
中心地でもあることから、Bayer、BASF、DuPont 
Canada、Unileverなど、業界トップ企業のカナダ
本社も所在している。



United States of America

Vancouver, BC
Calgary, AB
Saskatoon, SK
Winnipeg, MB
Toronto, ON
Montréal, QC
Charlottetown, PEI
Halifax, NS

Canadaアルバータ州
アルバータ州はカナダ最大の石油化学品の製造地域である。同業界
の従業員総数は7,700人を超え、世界最大級の石油化学プラントが
2件ある。同州の工業化学品（石油化学品を含む）の2007年出荷額は
107億ドル、輸出額は62億ドルであった。 

アルバータ州の化学産業は、主に4つのセグメントで構成されている。
①石油化学製品、②肥料、③無機化学品、および④特殊・精製化学製
品である。エチレン、ポリエチレン、エチレングリコール、直鎖オレフィ
ンの生産能力の大幅な拡大に伴い、アルバータ州の石油化学業界は成長
路線を維持している。

同州政府は、地元のオイルサンド埋蔵量の価値を増大させるためのビジネ
スケースを構築すべく、産業界と密接に連携している。この連携の目的は、
伸び続ける北米および国際需要に応えることにある。またオイルサンド埋蔵
量の価値増大の手段としては、バリューチェーン（価値連鎖）を 石油精製品や石油
化学製品にまで拡大することに取り組んでいる。エドモントン地域内に高度化され
た総合的な石油精製・化学コンビナートを発展させることで、 アルバータ州は世界
有数の大規模かつ競争力のある化学品製造地域になる態勢を整えている。

ノバスコシア州
ノバスコシア州の製造業では、2万5,000人の従業員が自然科学および応用
科学の分野に取り組んでいる。現在、Keltic Petrochemicalsが、ノバス
コシア州に世界規模の石油化学コンビナートを新たに建設するプロジェク
トを評価中である。総額45億ドルにのぼる、このプロジェクトが実現すれば、
エチレン、ポリエチレン、プロピレン、ポリプロピレンの各プラントから
成るコンビナートが誕生する見込みである。Keltic Petrochemicalsの関
連会社も、隣接のコジェネレーション・プラント（熱併給設備）とLNGター
ミナルの建設を検討している。
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ケベック州
モントリオールはケベック州における化学産業の中心地であり、接着剤、繊維、塗料、
メンテナンス・洗浄製品、 電子機器・部品、化粧品といった多種多様の製品を消費市
場に供給している。

モントリオールは総合的な石油化学工業のクラスターであり、石油精製施設、海上
貨物用のタンカー・ターミナル、カナダおよび米国東部および中部の大きな市場に
アクセスしやすい環境が整っている。近年、同地域は多数の新規投資の招致に成功
をおさめ、芳香族化合物のバリュー・チェーンを構築している。

ほとんどの石油化学メーカーは、石油精製メーカーの近くに所在し、定期的に製品
や原材料を交換し合っている。ケベック州では多様なエネルギー源が利用できるた
め、価格が安定している。この点が石油化学業界の強みになっている。ケベック州
では、2007年の化学品出荷額が95億ドルにのぼり、このうち石油化学品とその他の
工業化学品の出荷額は42億ドルであった。

カナダの主なクラスター
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ニュー・ブランズウィック州
セント・ジョンにはカナダ最大・最新の石油精製所があり、北米で最もクリー
ンな燃料の一部を製造している。200億ドルにも及ぶ大規模プロジェクトが、
ニュー・ブランズウィック州で現在進行中、または検討中である。たとえ

ば、新しい液化天然ガスターミナルと関連パイブラインの建設、NB 
Powerのポイント・ルプロー原子力発電所の重要な改修プロジェ

クト、サセックスにおける新しいカリ鉱山プロジェクトなど
が進行中であり、第2の石油精製所および第2の原子力
発電所の建設などが検討されている。これら新プロ
ジェクトは、同州が工業化学産業への投資誘致に適
した環境を整える上で一役買っている。
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大規模工場用地の良好な供給状況
北米地域内の投資先を比較した今回の調査から、化学処理・製造プ
ラントの開発に適した土地を調達しやすいことが、評価対象となっ
たカナダの都市すべてに共通する長所であることが判明した。また、
地価や建設費が比較的低い点も、セント・ジョン、ハリファックス、
サーニアをはじめとするカナダの都市を、北米地域内で極めて安価
な投資先にしている。

ビジネスをしやすい環境
カナダの堅実でダイナミックな経済、低い法人税率、地方自治体や地
元開発機関から得られる質の高いサポート、迅速なビジネス許可手続
き、プライバシー保護規定、情報セキュリティーおよび知的財産権の
保護が功を奏し、カナダでは企業が投資しやすく活躍しやすいビジネ
ス環境が整っている。 

G7諸国の中で過去10年間、傑出したGDP 成長率を維持し、また、
世界で最も健全な銀行制度を備えた国※5として、カナダには多大な成
長の可能性を秘め、安心して事業投資できる、安定的かつ強力なビ
ジネス環境が整っている。実際に、IMD、Economist Intelligence 
Unit、およびWorld Economic Forumが公表している評価基準に基
づきこの項目を評価すれば、調査対象となったカナダの都市すべてが
高スコアを獲得している。なかでも、優れた支援を提供する地元の開
発ネットワークを有することから、ハリファックスが傑出している。

一般的なビジネス環境 
（上位都市）※1

人件費の低さ
カナダの工業化学部門で働く従業員の人件費は、先進諸国の他のクラ
スターにおける同人件費と比較して、極めて高い競争力を有している。
今回の調査の評価対象となった6つのカナダの都市すべてが、人件費
の低さの点で、北米地域内の上位に入っている。その中でも、大西洋
に面した二つの都市、ハリファックスとセント・ジョンが傑出している。

米国と比較してカナダの人件費が低く抑えられる重要な一因は、従業
員福利厚生費の低さに由来する。カナダでは国民医療保険制度が整備
されているため、医療保険費の大部分が経営者の負担ではなく、公的
資金でまかなわれている。その結果、人件費が大幅に削減される。
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※4：IBM-PLIの計算はWatson Wyatt 2007/2008およびEconomic Research Institute (ERI) 2008に基づく
※5：World Economic Forum Global Competitiveness Report 2008-2009、2008年10月
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人件費（100万カナダドル）
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C$1 = US$0.862
 = MXN10.9

オンタリオ州
オンタリオ州はカナダ最大の化学品の製造地であると同時に、主要な石油精製地、国内プラ
スチック業界の拠点、さらに10大化学メーカーのうちの7社の所在地でもある。オンタリオ
州では、2007年の化学品出荷総額が214億ドルにのぼり、このうち石油化学品とその他の工
業化学品の出荷額は約100億ドルであった。

カナダ最大の化学クラスターであるサーニアには化学とその関連の製造施設およびR&D施
設が集積している。当地では石油化学品製造向けに充実したインフラが整備されている。具
体的には、大規模な地下塩貯蔵空洞、近隣の石油化学精製施設、天然ガス液原料へのアク
セス、沖積み用のタンカー・ターミナル、優れた輸送網、原油および油性液
体へアクセスしやすい環境が整っている。サーニアに製造施設を有する企
業 に は、Dow Chemical Canada、Imperial Oil、INVISTA、NOVA 
Chemicals、Shell Canadaなどがある。

トロントには、潤滑油メーカー、塗料メーカー、医療ガスメー
カー、洗濯洗剤メーカー、接着剤メーカーなど、多種多様な
化学品メーカーが集積している。 またビジネスと金融の
中心地でもあることから、Bayer、BASF、DuPont 
Canada、Unileverなど、業界トップ企業のカナダ
本社も所在している。



投資先のベンチマーク
手法の説明
ここでは、カナダの様々な産業クラスターの競争力を、外国の事業拠点と比べることで、ベンチマー
ク評価を行う。投資家の視点を基本として、代表的な投資のモデルプロジェクト（ポリプロピレンを
製造する事業―5ページのプロフィールを参照）を使って、調査、分析を行い、対外投資の候補地を
評価する際に、企業の意思決定者が通常精査する投資先の要件を評価する。

今回の国際的な投資候補地のベンチマークは、世界的に有名な投資先調査コンサルティング会社
IBM-Plant Location International（IBM-PLI）に委託して実施した。IBM-PLI が行ったのは、企
業の投資プロジェクトで候補を審査する時に、投資家が用いるアプローチをシミュレートして、様々
な場所での事業運営のコストと質を比較・評価する調査である。サブセクター別に、250から300
項目の財務的、質的な投資先指標を検討した。

各対象地の事業運営環境の質を評価するために、運営環境表（5ページ参照）にある各カテゴリーの
サブ要素別に、多彩な情報源からデータを集めた。これらのデータは、ウェイト付けスコアボード・
アプローチで、サブカテゴリー別、サブ要素別に比較可能なスコア（0から10まで）に換算されている。
投資先の各カテゴリーと各サブ要素を重み付けし、場所の選定プロセスでの相対的な重要度を示し
た。このウェイト付けは、各サブセクター固有の値で、場所の選定で戦略的決定を下す投資家の手
助けをしてきたIBM-PLI の経験に基づくものである。

高度な財務分析も、代表的なプロジェクト・プロフィール別に、場所に左右される主な投資コスト、
運営コスト、収入を対象項目として実施した。10年間の予測キャッシュフローを、予想インフレ率
を加味して算出し、その正味現在価値を求めるとともに、ベンチマークの対象地別に、プロジェク
トの収益性を評価した。

INVESTMENT LOCATI
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世界の様々な場所で 
事業を運営した場合のコストと 
質の比較をベンチマークする 

Shell Canada’s Jumping Pound Gas Complex (Alberta, Canada)



投資先のベンチマーク
代表的なプロジェクトのプロフィール

事業の概要 

ポリプロピレン製品の製造

プロジェクト推進のための 
主要なポイント  

» 産業基盤が整備されているか

» 電力供給の信頼性が高いか

» ハイウェイとネットワークに
混雑が生じないか

» 主要市場に近接しているか

» 石油化学産業の製造現場の経
験がある従業員が多いか

» 石油化学関連分野を専攻する
学生が多いか

労務
（総員数＝125人）
熟練した作業員：87人
検査技師：8人
エンジニア：8人
一般管理部門：22人

機械設備
200,000,000カナダドル

売上 
100,000,000カナダドル

プロパティ
土地：12エーカー 
（約14,690坪）
建物：200,000平方フィー
ト（約5,621坪）

水道光熱 
電気（1ヵ月の使用量）：

2,150,000 kWh
ガス（1ヵ月の使用量）：

10,000MCF（約283.2
百万立方メートル）

営業費の分析   

プロジェクトの財務モデルの要件

5 ※：要素のカテゴリーの重要度 ̶ 対応する投資先要素は重要度順。

NOVA Chemicals petrochemical 
facilities in Corunna  
(Ontario, Canada)

事業運営環境

一般的なビジネス環境 
» 5％※

» 経済的・財政的安定性　» 政治的安定性　» 地方自治体・地元開発局による
支援の質　» 営業許可の手続き　» 資金援助・奨励策の有無

地元で熟練スタッフを
採用できる可能性
» 20％※

» 製造関連を含め、石油化学産業の経験を持つ従業員の存在　» 学生の多さ　
» 労働力プール全体の規模　» 労働市場全体の逼迫状況（失業者数）

産業力／クラスターの存在
» 30％※

» 産業基盤の存在　» 市場への近接性　» 研究開発の重要性

労働と規制の弾力性
» 5％※

» 労使関係／労働組合の姿勢　» 雇用と解雇の自由度　 
» 労働時間に関する法規　» 就労許可

インフラと通信
» 30％※

» 電力供給の安定性　» ハイウェイ網と渋滞状況　 
» ITと通信の質と安定性　» 公共交通機関

不動産 
» 5％※

» 大規模な工業用地の有無

生活環境 
» 5％※

» 生活費　» 海外の新卒者を誘致できる魅力　» 海外赴任者にとっての魅力
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コスト評価※

カナダには大規模で成熟した産業クラスターがあり、質の高い 
運営環境、および高い利益水準をあげるうえで極めて魅力的な 

低コスト運営を提供している。また、比較的小規模な 
新興クラスターも、魅力的で高収益の対カナダ投資機会を提供している。

6

カナダのバリュー・プロポジション

外国人投資家は対カナダ投資を通じて、化学産業の強い製造基盤ととも
に、立地面および物流面でも強力な優位性を確保できる。カナダの大・
中規模都市には、主にその規模と化学品部門に必要な特殊資源が集中す
る利点を生かした、魅力的な運営環境が整っている。質的評価スコアに

基づき、分析結果を総合的に見ると、カナダの2大都市であるトロント
とモントリオールに加えてエドモントンが、北米の投資先トップ5にラ
ンクインしている。このほか、ハリファックスとサーニアがトップ10入
りしている。

IBM-PLIの投資先ベンチマーク調査によると、米国の調査対象地に比較
して、カナダの都市には著しいコスト優位性が認められる。大規模で成
熟した化学産業クラスターを抱える都市のなかでは、モントリオールと
エドモントンの利益水準がひときわ高い。ただし、セント・ジョン、サー

ニア、ハリファックス、トロントも、米国のどの競合地よりも高い利益
水準を確保している。カナダのコスト優位性の要因としては、人件費、
法人税率、水道光熱費の低さなどが考えられる。

※：特に注記がなければ、グラフはIBM-PLIの評価スコア。
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事業環境の質的評価※

Polyethylene film processing, NOVA Chemicals
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事業者数

カナダ国内
カナダ以外

プラスチック製品製造業に分類される事業者の数 
（上位都市）※２

カナダのバリュー・プロポジション

士気の高い熟練労働者
カナダには教育水準が極めて高く、有能で多様な人的資源が確保され
ている。同国は高等教育の普及では世界第一位、中等教育の就学率で
は世界第3位にランクされ、北米自由貿易協定の他の加盟国、すなわ
ち米国（26位）およびメキシコ（53位）を、はるかに凌駕している※3。

ベンチマーク調査の結果、調査分析対象となったカナダの都市の大
半には、工業化学部門に適した技能を有する人的資源が十分に確保
されていることも明らかになった。絶対数では、トロントとモント
リオールが、熟練した労働者と工業化学関連分野を専攻する学生か
ら成る堅固な基盤を背景に、上位にランクされている。また、エド
モントも成熟した化学産業クラスターとして、関連技能を有する労
働力が豊富に存在する。一方、同産業の労働力の集中度で見ると、サー
ニアが北米の調査対象地の列強に名を連ねている。

7 ※1：特に注記がなければ、グラフはIBM-PLI の評価スコア。　※2：カナダ統計局、米国国勢調査局、メキシコ政府統計局 
※3：2007年IMD国際競争力ランキング

チャンスに恵まれた市場
投資または事業拡大を意図する工業化学メーカーにとって、市場へ
の近接性は重要な検討事項である。代表的な投資モデルを勘案し、
今回のベンチマーク調査では、潜在的な石油化学施設の周辺で利用
できる石油製品卸売 - 流通業者の数を評価している。さらに潜在市
場となりうる関連製造会社の存在状況も評価している。北米の評価
対象地のうち、カナダの5つの都市がトップ10入りしている。

実際、カナダの工業化学部門は、分野横断的な優位性を備えた多角
的な製造基盤になっており、大規模な自動車産業や航空宇宙産業を
はじめ、様々な産業で使用される重要な原材料を提供している。

市場への近接性
（上位都市）※1
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スタッフ採用の可能性の質的評価 
（上位都市）※1
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堅固な産業基盤
カナダの工業化学部門の最終供給先は、販売総額197億ドル規模の
プラスチック産業をはじめとする関連製造業であり、そこから利益
を得ている。実際、カナダには、おびただしい数の中小企業、オン
タリオ州やケベック州に拠点を置く多国籍企業や多くの地元企業な
ど、総勢2,700社近くのプラスチック・メーカーが所在する。

米国に隣接している点も、カナダの化学産業の規模の大きさに寄与
している。北米自由貿易協定（NAFTA）の加盟国として、カナダは巨
大な米国市場への傑出した玄関口であり、カナダの日用化学品およ
び工業化学品の80％、プラスチック輸出品の90％が、最終的に米国
市場に出荷されている。 
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Canadaアルバータ州
アルバータ州はカナダ最大の石油化学品の製造地域である。同業界
の従業員総数は7,700人を超え、世界最大級の石油化学プラントが
2件ある。同州の工業化学品（石油化学品を含む）の2007年出荷額は
107億ドル、輸出額は62億ドルであった。 

アルバータ州の化学産業は、主に4つのセグメントで構成されている。
①石油化学製品、②肥料、③無機化学品、および④特殊・精製化学製
品である。エチレン、ポリエチレン、エチレングリコール、直鎖オレフィ
ンの生産能力の大幅な拡大に伴い、アルバータ州の石油化学業界は成長
路線を維持している。

同州政府は、地元のオイルサンド埋蔵量の価値を増大させるためのビジネ
スケースを構築すべく、産業界と密接に連携している。この連携の目的は、
伸び続ける北米および国際需要に応えることにある。またオイルサンド埋蔵
量の価値増大の手段としては、バリューチェーン（価値連鎖）を 石油精製品や石油
化学製品にまで拡大することに取り組んでいる。エドモントン地域内に高度化され
た総合的な石油精製・化学コンビナートを発展させることで、 アルバータ州は世界
有数の大規模かつ競争力のある化学品製造地域になる態勢を整えている。

ノバスコシア州
ノバスコシア州の製造業では、2万5,000人の従業員が自然科学および応用
科学の分野に取り組んでいる。現在、Keltic Petrochemicalsが、ノバス
コシア州に世界規模の石油化学コンビナートを新たに建設するプロジェク
トを評価中である。総額45億ドルにのぼる、このプロジェクトが実現すれば、
エチレン、ポリエチレン、プロピレン、ポリプロピレンの各プラントから
成るコンビナートが誕生する見込みである。Keltic Petrochemicalsの関
連会社も、隣接のコジェネレーション・プラント（熱併給設備）とLNGター
ミナルの建設を検討している。
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ケベック州
モントリオールはケベック州における化学産業の中心地であり、接着剤、繊維、塗料、
メンテナンス・洗浄製品、 電子機器・部品、化粧品といった多種多様の製品を消費市
場に供給している。

モントリオールは総合的な石油化学工業のクラスターであり、石油精製施設、海上
貨物用のタンカー・ターミナル、カナダおよび米国東部および中部の大きな市場に
アクセスしやすい環境が整っている。近年、同地域は多数の新規投資の招致に成功
をおさめ、芳香族化合物の価値を構築している。

ほとんどの石油化学メーカーは、石油精製メーカーの近くに所在し、定期的に製品
や原材料を交換し合っている。ケベック州では多様なエネルギー源が利用できるた
め、価格が安定している。この点が石油化学業界の強みになっている。ケベック州
では、2007年の化学品出荷額が95億ドルにのぼり、このうち石油化学品とその他の
工業化学品の出荷額は42億ドルであった。

カナダの主なクラスター
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ニュー・ブランズウィック州
セント・ジョンにはカナダ最大・最新の石油精製所があり、北米で最もクリー
ンな燃料の一部を製造している。200億ドルにも及ぶ大規模プロジェクトが、
ニュー・ブランズウィック州で現在進行中、または検討中である。たとえ

ば、新しい液化天然ガスターミナルと関連パイブラインの建設、NB 
Powerのポイント・ルプロー原子力発電所の重要な改修プロジェ

クト、サセックスにおける新しいカリ鉱山プロジェクトなど
が進行中であり、第2の石油精製所および第2の原子力
発電所の建設などが検討されている。これら新プロ
ジェクトは、同州が工業化学産業への投資誘致に適
した環境を整える上で一役買っている。
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大規模工場用地の良好な供給状況
北米地域内の投資先を比較した今回の調査から、化学処理・製造プ
ラントの開発に適した土地を調達しやすいことが、評価対象となっ
たカナダの都市すべてに共通する長所であることが判明した。また、
地価や建設費が比較的低い点も、セント・ジョン、ハリファックス、
サーニアをはじめとするカナダの都市を、北米地域内で極めて安価
な投資先にしている。

ビジネスをしやすい環境
カナダの堅実でダイナミックな経済、低い法人税率、地方自治体や地
元開発機関から得られる質の高いサポート、迅速なビジネス許可手続
き、プライバシー保護規定、情報セキュリティーおよび知的財産権の
保護が功を奏し、カナダでは企業が投資しやすく活躍しやすいビジネ
ス環境が整っている。 

G7諸国の中で過去10年間、傑出したGDP 成長率を維持し、また、
世界で最も健全な銀行制度を備えた国※5として、カナダには多大な成
長の可能性を秘め、安心して事業投資できる、安定的かつ強力なビ
ジネス環境が整っている。実際に、IMD、Economist Intelligence 
Unit、およびWorld Economic Forumが公表している評価基準に基
づきこの項目を評価すれば、調査対象となったカナダの都市すべてが
高スコアを獲得している。なかでも、優れた支援を提供する地元の開
発ネットワークを有することから、ハリファックスが傑出している。

一般的なビジネス環境 
（上位都市）※1

人件費の低さ
カナダの工業化学部門で働く従業員の人件費は、先進諸国の他のクラ
スターにおける同人件費と比較して、極めて高い競争力を有している。
今回の調査の評価対象となった6つのカナダの都市すべてが、人件費
の低さの点で、北米地域内の上位に入っている。その中でも、大西洋
に面した二つの都市、ハリファックスとセント・ジョンが傑出している。

米国と比較してカナダの人件費が低く抑えられる重要な一因は、従業
員福利厚生費の低さに由来する。カナダでは国民医療保険制度が整備
されているため、医療保険費の大部分が経営者の負担ではなく、公的
資金でまかなわれている。その結果、人件費が大幅に削減される。

8

カナダのバリュー・プロポジション

※4：IBM-PLIの計算はWatson Wyatt 2007/2008およびEconomic Research Institute (ERI) 2008に基づく
※5：World Economic Forum Global Competitiveness Report 2008-2009、2008年10月
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（上位都市）※1

9

7

7

7

7

6

6

6

5

5

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

ヒューストン（テキサス州）

エドモントン（アルバータ州）

ハリファックス（ノバスコシア州）

セント・ジョン（ニュー・ブラウンズウィック州）

モンテレー（メキシコ）

モントリオール（ケベック州）

サーニア（オンタリオ州）

トロント（オンタリオ州）

マディソン（ウィスコンシン州）

ニューオリンズ（ルイジアナ州）

質的評価のスコア（0から10）

カナダ国内
カナダ以外

推定年間人件費 
（上位都市）※4
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C$1 = US$0.862
 = MXN10.9

オンタリオ州
オンタリオ州はカナダ最大の化学品の製造地であると同時に、主要な石油精製地、国内プラ
スチック業界の拠点、さらに10大化学メーカーのうちの7社の所在地でもある。オンタリオ
州では、2007年の化学品出荷総額が214億ドルにのぼり、このうち石油化学品とその他の工
業化学品の出荷額は約100億ドルであった。

カナダ最大の化学クラスターであるサーニアには化学とその関連の製造施設およびR&D施
設が集積している。当地では石油化学品製造向けに充実したインフラが整備されている。具
体的には、大規模な地下塩貯蔵空洞、近隣の石油化学精製施設、天然ガス液原料へのアク
セス、沖積み用のタンカー・ターミナル、優れた輸送網、原油および油性液
体へアクセスしやすい環境が整っている。サーニアに製造施設を有する企
業 に は、Dow Chemical Canada、Imperial Oil、INVISTA、NOVA 
Chemicals、Shell Canadaなどがある。

トロントには、潤滑油メーカー、塗料メーカー、医療ガスメー
カー、洗濯洗剤メーカー、接着剤メーカーなど、多種多様な
化学品メーカーが集積している。 またビジネスと金融の
中心地でもあることから、Bayer、BASF、DuPont 
Canada、Unileverなど、業界トップ企業のカナダ
本社も所在している。
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事業を成長させるうえで、カナダを選ぶことがなぜ戦略的に有利なのかは、

当局のグローバル・ネットワークをご覧ください。

当局が提供するサービスの一覧：

• 各部門の市場に関する戦略的情報収集

• 政府の主要な意思決定者との直接的なコンタクト

• 民間部門・業界団体の連絡窓口および専門家の紹介

• カナダでの事業立ち上げに関する情報とアドバイス

• 投資に適した戦略的投資先を見極めるお手伝い

• 次の投資決定に役立つビジネスケース作りのお手伝い

インベスト イン カナダ

工業化学産業

お問い合わせの際は下記までご連絡下さい。

在日カナダ大使館   投資・科学技術部

〒107-8503  東京都港区赤坂 7-3-38
電話：03-5412-6419

03-5412-6480
ファックス：03-5412-6254

Email: tokyo.its@international.gc.ca
URL: www.investincanada.gc.ca

www.japan.gc.ca

CHEMICAL カナダの工業化学部門

世界の化学産業の年間出荷額は約2兆1,000億米ドルにのぼり、その推定就業人口は世界総計
で700万人を超える。このうち北米の生産額は年間5,250億米ドルで、世界の総販売額の約
25％を占めている。 

輸出額でみると、化学産業はカナダで3番目に大きな製造業である。過去10年間にカナダの化
学品輸出額は2倍以上に増加し、2008年には320億ドル※1に達した。同期間に、工業化学品の
輸出額は年率6.2％の伸びを示し、2008年には184億ドルに達した。世界の10大化学メーカー
のうち、9社は事業拠点をカナダに設けている。

カナダでは、工業化学 部門に従事する企業が590社あり、その従業員総数は1万8,400人を超
える。また、同部門における2007年のカナダ国内研究開発（R&D）費は1億9,700万ドルにの
ぼった。

主な利点
カナダの石油化学・樹脂業界は重要な一角を占めており、同業界のメーカー 350社による
2008年の出荷総額は205億ドル、輸出総額は134億ドルにのぼった。天然ガスの埋蔵量が豊富
なため、価格競争力のある原料が容易に入手でき、エチレンおよびその誘導体を低コストで生
産することが可能になる。カナダには、大規模かつ効率的な抽出プラント、最新のエチレンク
ラッカー、および世界有数の大規模な誘導体製造プラントが複数そろっており、これもカナダ
が大切なスケールメリットを享受することを可能にしてきた。北部のガス田開発や、オイルサ
ンドビチューメンを改善して作られた素材の利用が進めば、石油化学品と樹脂の製造に用いる
新たな原材料の誕生も期待できる。

無機化学品：豊かな天然資源に加えて、多くの無機化学品の生産にとって不可欠な大量の低コ
スト電力が確実に利用できることから、カナダはこの分野の最適地になっている。

有機化学品を開発・創出する目的で、バイオテクノロジーの利用が盛んになっている。このよ
うな化学品のなかには、トウモロコシ、大豆、小麦などのバイオマスを原料として商業生産さ
れているものもある。バイオ廃棄物の利用技術の実用可能性が高まるなか、カナダには大規模
な農林業から提供される豊かな資源を背景に、この分野における中心的存在になる条件がそ
ろっている。

環境保護活動：カナダでは産業界、政府、非政府組織（NGO）が、産業界の国際競争力を維持
する必要性を認識しつつ、環境面または健康面で望ましい成果を達成するために共同で取り組
み、確実に実績を上げている。産業界側の環境自主行動も望ましい成果を達成するうえで成功
をおさめている。たとえば、カナダ化学品生産者協会の会員企業は、過去15年間にわたり、化
学物質の環境への排出量を自主的に削減し、その成果を報告している。この間、化学産業は大気、
土地、水に対する様々な排出量を劇的に削減した。

特に注記がなければ、表示額の通貨単位はすべてカナダドル。
※1：Statistics Canada 2008

カナダにおける近年の投資例

» ミネソタ州を本拠地とする3M Company 
が、2007年の製造拡大にあたり、オンタリオ
州に2800万ドル超を投資。

» ドイツのLANXESSが2007年、オンタリオ
州にある同社の製造拠点の拡大とブチルゴ
ム生産能力の増強を目的に、1億米ドルを投
資。

» ノルウェーのRenewable Energy 
Corporationが、ケベック州にポリシリコ
ンの製造プラントを12億ドルかけて建設する
計画を発表。

» Royal Dutch Shell （英・蘭）が2007年、
数十億ドルを投資してアルバータ州に建設し
た製造拠点を拡大。

カナダに投資する世界的な大企業

BASF AG

E.I. DuPont de Nemours and Company

ExxonMobil

Hexion

Ineos

LANXESS 

Shell Chemicals

The Dow Chemical Company

カナダの大手企業 

Agrium Inc.

ERCO Worldwide

Methanex Corpoation

NOVA Chemicals Corporation

Petro-Canada 

Raymor Industries Inc.
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